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平成30年2月9日（金）14時～15時30分
参加者：正会員22市町子連の内、21市町子連の会長・事務担当者等30名

①共済契約者は市町子連代表者
②補償の対象となる子ども会活動は
計画に基づき、1名以上の大人の管理下にある活動。
また、その活動のために計画された準備活動。
自宅と会場間の往復途中も含まれます。
③共済金
死亡共済金 600万円
後遺障害共済金 7万円～600万円（後遺障害程度による）
医療共済金 健康保険等を適用した医療費総額の30%

事故発生から180日目までの通院が対象
限度額 50万円（総医療点数が333点以下は支払い無し）
④年会費 1人200円（10月以降加入は190円）
《内訳》共済掛金 50円（10月以降加入は40円）

全子連運営費 20円
県子連会費 130円

⑤当年度の5月31日までに県子連に加入手続きを済ませることで
4月1日にさかのぼって加入資格を得ます。（ただし、前年度
末日までに共済契約者が共済契約を申込んだ場合に限る。）

【子ども会安全共済会】（前年度と大きな変化はありません。）

【子ども会賠償責任保険】

子どもだけの
活動は対象外。
必ず大人が最低1人
入っている活動が
対象です。

安全共済会とは別の保険ですが、安全共済会に加入すると自動的に加入されます。
子ども会活動中の事故により、主催者以外の第三者が死傷、またはその財物に損害を
与えたことで、主催者が損害賠償責任を負担するときの補償。
保険料 全子連が負担。
保険金額 身体障害 １名につき１億円（１事故５億円まで）

財物損害 １事故につき最高200万円（免責千円）
借用物損害 全子連年間累積１千万円が限度（免責1事故３千円）

保険期間 平成30年4月1日午後4時から平成31年4月1日午後4時まで

建物と同時にその建物施設から借りた物が、新たに対象になりました。
また、外部からの借り物も対象になりました。借り物の使用中だけでなく
搬送時も補償の対象となります。但し、借りた自動車は対象外です。

全子連ホームページ https://www.kodomo-kai.or.jp/
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～～ I N F O R M A T I O N～～

※第3回理事会および第3回市町子連会長会の出欠を3月13日（火）までにご連絡願います。
理事会については、委任状等はありませんのでご注意ください。
市町子連会長会については、代理の方でも出席可能です。
第3回理事会3月25日（日）14時 第3回市町子連会長会同日15時 教育会館１F中会議室
※平成30年度県子連表彰の推薦は、市町子連より4月17日（火）までに提出してください。
※第16回関ブロ栃木大会実行委員会のご案内

3月13日（火）19時より 県教育会館 １F 中会議室にて
第17回および第18回の実行委員会は日曜日の昼間の開催となります。

4月8日（日） 5月6日（日）いずれも10時～12時 教育会館１F 中会議室にて
※平成30年度県子連総会は5月20日（日）午後2時から開催される予定です。
また、平成30年度第1回理事会および市町子連会長会は5月6日（日）午後の予定です。
ご出席くださいますようお願い致します。

栃木県青少年育成県民会議設立50周年記念式典開催

日時：平成30年2月17日（土）13時～16時
会場：栃木県総合文化センター サブホール
主催：公益財団法人とちぎ未来づくり財団

昭和43年に設立された栃木県青少年育成県民会議は平成29年に設立50周年
を迎え、記念式典が開催されました。
式典の中で、県子連関係として次の2名の方と１団体が栃木県青少年育成
県民会議表彰を受賞しました。
【子ども育成・憲章功労者】

橋本 裕文 氏（宇都宮市 県子連副会長 県生涯学習課推薦）
矢後 紀夫 氏（那珂川町 県子連副会長 県生涯学習課推薦）

【子ども育成・憲章功労団体】
那珂川町青少年育成協会 （県生涯学習課推薦）

また、表彰式に続いて記念講演が下記のとおり行われました。
演題：「人生に効く脳科学」～家族をつなぐことば、脳を活性化する暮らし方
講師：黒川 伊保子 氏 株式会社 感性リサーチ 代表取締役

人工知能研究者／脳科学コメンテイター

第15回関ブロ栃木実行委員会

2月13日（火）19時～21時
教育会館中会議室にて 出席者：20名

第4回子ども会未来委員会開催

2月24日（土）～25日（日）
全子連会議室（東京）にて 出席者：21名

標記委員会が2日間にわたって開催され、
栃木県子連の矢後副会長が関ブロ地区か
らの選出委員として出席しました。
各地区の子ども会推進研究会の進捗状況報
告や、連合組織の役割、また、７月に開催
される全国中央会議・研究大会で担当する
分科会等について討議がなされました。

平日の寒い夜、仕事を終えて、あるいは
途中で切り上げて、実行委員の皆さんは
教育会館へ集い、より良い大会を目指して
知恵を絞り、話し合いが進められました。
今回は特に、分科会の問題提議手段とその
後の分科会について話し合われました。
スタッフジャンパーのデザインも決定。

橋本裕文氏

矢後紀夫氏


